






























内閣府が 1986年以降行った世論調査では、日中関係が良好だと思う意見は 80年代後半 7割前




































年に全体の 0.4％になり、2015年に 6.3％のシェアを持つようになり、2006年の 15倍も伸びた
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表 と表 の出所：次の資料を基に筆者作成。『教科書レポート』年 	、年 	、年 	、
















採択年度 出版社 シェア（ 出版社 シェア（ シェア合計（）
 扶桑社 	 " " 	
 扶桑社 	 " " 	
 扶桑社 	 自由社 	 	
 育鵬社 	 自由社 	 	
































































































































































































































































































































































































































































 人民への愛情、革命者と英雄に見習う姿勢  
 唯物史観、プロレタリア国際主義の形成  
	 共産主義への奉仕、社会主義への愛情   

 愛国心、社会の近代化を進める姿勢    
 人類の平和と進歩に奉仕する姿勢    
 国の現状に関する理解の増進   







 民族間団結と国家統一の意識  
 健全な人格と健康的な審美観の形成   






























































































































































































































































































 中国共産党第  回全国
代表大会





















































































































































(3) 「外交に関する世論調査」内閣府ホームページ http://survey.gov-online.go.jp/index-gai.html（2015 年
12月 13日閲覧）
(4) 菊池一隆『東アジア歴史教科書問題の構図：日本・中国・台湾・韓国、および在日朝鮮人学校』法律文化
社、2013 年。張煜「日中高等学校歴史教科書の比較分析」『人間文化』（31）、2012 年 11 月、pp.35-53
など。
(5) 「つくる会」とは 1997 年 1月に発足した「新しい歴史教科書をつくる会」の略称である。2001年 4月
に「つくる会」が編集した歴史教科書は文科省の検定に合格し、学校用教科書の候補になった。この教科






(6) 「育鵬社版歴史教科書、大阪、神奈川など 1府 3県でシェア 1位となる：平成 28年度中学歴史・公民教







タベース http://www.nier.go.jp/guideline/（2015年 12月 20日閲覧）
(9) 学習指導要領データベース http://www.nier.go.jp/guideline/（2015年 12月 20日閲覧）
(10) 学習指導要領データベース http://www.nier.go.jp/guideline/（2015年 12月 20日閲覧）
(11) 学習指導要領データベース http://www.nier.go.jp/guideline/（2015年 12月 20日閲覧）
(12) 西尾幹夫『新しい歴史教科書：市販本』扶桑社、2001年、pp.288-289。
(13) 田邉裕ほか 37名『新しい社会 歴史』東京書籍、1996年検定版、p.277。


















(19) 章紅雨「人教版新課標実験教材選用率超 50%」『中国新聞出版報』2011年 9月 22日。




(21) 課程教材研究所編『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱匯編：歴史巻』人民教育出版社、2001 年、
p.135。
(22) 中学校教科書『中国歴史』（一）～（四）の 1981～1982年版と 1992～1995年版の目録からページ数の
割合を基に筆者が算出した。
(23) 話の概要は次の通りである。戦争中に中国軍は戦場から日本人の女の子を救い出して後に日本に帰国さ
せたが、その子が 40年後中国へお礼を述べに来て日中友好に貢献したいとの気持ちを表した。それに対
し、中国政府は「中日友好が永遠に栄えるように」との題字を載せた絵をプレゼントしたという話である。
さらに教科書に乗せた補足学習の資料では、女の子を日本に帰国させた際に中国側の司令官が書いた、戦
争が日中両国の民衆に与えた不幸を訴える手紙の抜粋が掲載されている。
(24) 例えば、つくる会系の教科書の採択を反対する運動がその代表例である。
(25) ヴァイツゼッカー（永井清彦訳）『荒れ野の 40年―ヴァイツゼッカー大統領演説全文』岩波書店、1986
年、p.16。
(名古屋経営短期大学子ども学科 講師)
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